
  

 

 

 

 

 

 

文部科学省が今年４月に実施した、令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について、全国を基準とした経年推移

等によって、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、児童の生活習慣と学力には相関

関係があることから、引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

学力調査結果の中から、本校と全国の経年比較（対全国比）をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について  

 

＜学力調査結果の概要＞ 
○国語について 

 →全国の平均正答率を上回りました。「知識及び技能」の「言葉の特徴や使い方」はやや高く、「言語

文化」についてはやや低めの結果です。また、「思考・判断・表現」の「話すこと・聞くこと」「読むこと」は

やや低く、「書くこと」については、高めの結果となりました。 

○算数について 

 →全国の平均正答率と比べ、若干低くなっています。領域別では、「数と計算」の分野では正答率が低

く、「データの活用」の分野で正答率が高く出ています。問題の形式で見ると、答えに至った理由等を書

き表す「記述式問題」の正答率が低く出ています。 

○理科について 

 →全国の平均正答率と比べ、若干低くなっています。領域別では、「生命」「地球」「粒子」の領域では

正答率が低く、「エネルギー」の領域は全国平均とほぼ同等の結果が出ています。問題の形式で見る

と、答えにあたる内容を書き表す「記述式問題」の正答率が低く出ています。 

 

※令和２年度は中止のため、掲載していません。また、理科は令和元年、令和 3年度、未実施の為、掲載していません。 

＜質問紙調査結果の概要＞ 
●生活習慣・・・就寝時刻が一定である児童の割合は年々上昇し、80％を超えています。また、 

グラフはありませんが、朝食を食べて登校する児童の割合も 90％を超えています。 

●授 業・・・「話し合いの活動を通して、自らの考えを深める」割合は年々上昇し、本年度は 80％を

超えました。また、「授業の意見交換でタブレットを使う」割合は、全国と比べて高く

出ています。 

●自尊感情・・・「自分には、よいところがあると思う」の割合は大きく上昇し、全国を上回りました。 

 

令和４年 10月 17日 
枚方市立長尾小学校 

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。 

★まとめ 学力調査の結果は、国語・算数ともに前年を上回りました。特に国語は、全国平均を上回っ

ています。今後も、基礎基本を押さえつつ、タブレット等 ICT 機器を有効活用し、「ともに学ぶ」活動

を多く取り入れながら、「主体的・対話的で深い学び」を実践してまいります。また、学校生活のあら

ゆる機会を通して、自尊感情を高める取り組みを進めてまいります。 

 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「当てはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 

本校 

全国 

【全体概要】 

学力調査の結果 

 

質問紙調査の結果 

 

（全国の平均正答率を１とした経年比較） 

 

 

毎日、同じくらいの時刻に寝ている 

 

授業の意見交換で、タブレットを使う 

※週一回以上使う割合 

 

話し合い活動で、自分の考えを深める 
 

自分には、よいところがあると思う 



  

 

 

＜国語＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜算数＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 68.3 4.8 

全国 59.2 2.5 

 正答率 無解答率 

本校 46.0 1.6 

全国 59.2 3.2 

 正答率 無解答率 

本校 71.4 6.3 

全国 67.7 8.6 

 正答率 無解答率 

本校 39.7 4.8 

全国 48.8 3.8 
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文
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の
部
分
を
ど
の 

よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
書
い
て
い
ま
す
か
。
そ
の
説
明
と 

し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら 

一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

１ 

自
分
の
考
え
が
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
自
分
の
考
え
を 

最
初
に
書
い
て
い
る
。 

 ２ 

自
分
の
考
え
が
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
引
用
す
る
こ
と
で
、

書
き
出
し
を
く
ふ
う
し
て
い
る
。 

 

３ 

他
の
人
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
事
実
と
感
想
と
を 

区
別
し
て
、
書
き
出
し
を
書
い
て
い
る
。 

 ４ 

他
の
人
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
自
分
の
考
え
と
そ
の 

理
由
を
最
初
に
書
い
て
い
る
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⒉ 
 三 

同
じ
学
級
の
山
村
さ
ん
も
、
「
銀
色
の
幻
想
」
を
読
み
、 

す
い
せ
ん
す
る
文
章
を
書
い
て
い
ま
す
。
次
の
【
山
村
さ
ん
の 

文
章
】
の
Ｂ
の
中
に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、 

あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を 

書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

１ 

色
の
表
現
を
使
い
、
季
節
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
印
象
づ
け
て

い
る
。 

 

２ 

「
ぼ
く
」
が
体
験
し
た
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
出
来
事
を 

印
象
づ
け
て
い
る
。 

 ３ 

空
と
風
を
表
す
表
現
を
使
い
、
「
ぼ
く
」
が
宇
宙
に
行
っ
た 

不
思
議
さ
を
印
象
づ
け
て
い
る
。 

 ４ 

「
ぼ
く
」
が
過
去
か
ら
現
在
に
も
ど
っ
て
き
た
安
心
感
を 

印
象
づ
け
て
い
る
。 

（考察）   

物語最後の一文の表す効果を考える

問題です。表現の効果をとらえるには、

想像した人物像や全体像と関わらせな

がら、当該表現が何を強調しているの

か、象徴しているのかを考えていかなけ

ればなりません。 

この設問の物語は、主人公の不思議な

体験を軸に展開します。そのことから、

3の誤答が 3割弱ありました。(3は部分

的に話に合わない記述があります。) 

正答 2 

教科に関する調査 

（考察） 推敲し書き直した文章につい

て、その構成や書き表し方を考え、その

ことを正確にとらえられているかを問

う問題です。 

 高学年においては、文章全体を見た時

に、事実と感想、意見とが区別して書か

れているか等を観点として推敲する必

要がありますが、この設問では推敲後の

はじめの段落が「意見」の記述であるこ

とを多くの児童が正確にとらえていま

す。 

正答 1 

 

４ (1) (「示された手順で正三角形をかく」問題。部分抜粋。) 

 

（考察） 

 本設問では、正三角形の意味や性質を

基に、回転の大きさとしての角の大きさ

に着目し言葉と数を用いて記述する必

要があります。 

 通常の作図と違い、本設問のプログラ

ムにそった角度のとらえが必要であり、

正三角形の外角が 120°であることに気

づけていない誤りが多数見られました。 

正答 

(記号) イ 

(正しい命令)（例）左に 120°回転する。 

（考察） 

  学校生活の中で、経験するであろう問

題です。一定の条件付けをし、四則混合の

計算をすることが必要になります。 

本設問は、具体的には、「あかりさんの

求め方」を解釈し、表から必要な数値を読

み取り、計算し、またその説明を行うとい

った作業が必要になります。 

全国平均と比べ、正答率は高く出ていま

す。 

正答例 【求め方】かくれんぼを希望している人数

は、1 年生が 14 人、6 年生が 8 人なので、かくれん

ぼのポイント数は、10×14＋5×8＝180 で、180 ポ

イントです。 【答え】180 (ポイント) 

【答え】180(ポイント) 

文章全体の構成や書き表し方を考える 

表現の効果を考えることができる 

正三角形の性質に着目し、示された作図の手順で

三角形をかく 

【詳細について】 

３ (4)(「交流会の遊びの決め方」の問題。部分抜粋。) 

1 年生の希望を 1 人につき 10 ポイント，6 年生の希望を 1 人につき 5 ポイン

トとして計算し，1 年生と 6 年生のポイント数の合計で遊びを決めることに

しました。そこで，下の表を見直しました。 

 

 

 

 

 

【あかりさんの求め方】 

輪投げを希望している人数は，1 年生が 15 人，6 年生が 4 人なので， 

輪投げのポイント数は，10×15＋5×4＝170 で，170 ポイントです。 

【あかりさんの求め方】をもとにして，かくれんぼのポイント数を求め 

ると，何ポイントになりますか。 

1 年生と 6 年生のそれぞれのポイント数の求め方がわかるようにして， 

かくれんぼのポイント数の求め方を式や言葉を使って書きましょう。また， 

答えも書きましょう。 

加法・乗法の混合計算の一定規則を他に応用、説明する 



  

＜理科＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 79.4 0 

全国 74.4 1.3 

 正答率 無解答率 

本校 36.5 3.2 

全国 45.5 6.5 

４(3) 

 

 

 

（考察） 

 本設問は、冬の夜の気温の変化の仕方を

対象として、「結果からいえること」は、

提示された結果のどの部分を分析したも

のなのかについて問うものです。 

 「結果からいえること」を吟味し、資料

(グラフ)を的確に読み取り、どの部分を解

釈した結果であるのかをとらえる必要が

あります。 

 全国平均正答率は 50％を切っていま

す。本校は全国平均を 9 ポイント下回って

います。 

正答 ア、ウ ※「ア」「ウ」のいずれか

でもよい。 

３(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ※このあと、3と 4の選択肢あり。 

（考察） 実験の結果から、問題の解決に必

要な情報が取り出しやすく整理された記

録を選ぶことができるかを見る問題です。

全国平均と比べ、5 ポイント高い正答率と

なっています。 

 本設問では、「鏡の枚数と的の温度」の

関係をとらえた「2」を選択する必要があ

ります。「1」は各枚数における温度の具体

的数値の記述がなく、「3」は「時間と温度

の記録」が、「4」では「鏡の枚数と明るさ

の関係」が記述されていますので適切では

ありません。(3.4の選択肢は省略) 

 授業の中で、どれだけ問いを意識しなが

ら実験しているかが分かります。 

正答 2 

観察などで得た結果を複数の視点で分析・解釈する 

実験の過程や結果を適切に記録しているか 



  

 

 

 

【成果のあった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題が残った項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 授業改善について 

  この度の学力・学習状況調査では、国語・算数ともに学力の伸長が見られました。このことは、昨年度、児童が興味関心を

持つ授業を展開したこと、また同時に主体的・対話的な学習を行ってきたことに起因すると思われます。(質問紙調査で、国

語・算数・理科に対する児童の意識を見ると、算数・理科は好きな教科で授業もよくわかるという割合が全国平均と同等か上

回っており、また国語では授業がよくわかるという割合が大きく伸びています。) 

  ただ以下のような課題も浮かび上がってきました。 

国語・・・話題にそって「話し手が伝えたいことの中心をとらえる」「自らの考えを示すこと」が不得手であること。 

算数・・・算数の基礎的な知識、また計算などの技能で、学習の不十分な分野があること。 

理科・・・観察などで得た結果を、一定の視点で分析した後、「解釈する」ことが不十分であること。 

  このことから、各教科で基礎基本の徹底とともに、グループ学習等を展開し、「主体的・対話的で深い学び」を継続、弱点

分野の克服を目指します。また、本校では、校内研究の主題を「ICT を効果的に活用し、子どもの資質・能力を育てる」とし、

総合的な学習の時間の中でその研究を深めていますが、この研究を他教科にも応用し、また教科横断的な学習も展開させ

ながら、児童の能力の伸長を図っていきます。 

（２） 人権教育について 

  質問紙調査では「自分にはよいところがある」(肯定的評価 82.6％)「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思

う」(同 100％)という結果が出ました。「自らの良さに気づき、他者を尊重する」意識が児童に根付いて来ています。今後も、

教科 道徳の中で、また教育活動のあらゆる機会をとらえて、児童の人権意識の向上を図ってまいります。 

（3）   自学自習力について 

  家庭学習は、学校での学習を補完するものです。小学生のうちから、自ら計画を立て、宿題以外に予習や復習等を行うとい

う習慣をつけることは大切です。また、自ら計画を立て実行していく習慣は、勉強以外のあらゆる分野で役に立つものです。小

学生のうちに、自学自習力(＝計画し、実行する力)を身に付けられるようご家庭でもお声掛けいただければと思います。 

５年生までに受けた授業で、コンピュータなどの ICT 機

器をどの程度使用しましたか(折れ線グラフは、週 1 回

以上の割合です。) 

) 

（考察） 

<ＩＣＴ機器の活用> 

本校では、導入当初より、タブレットを授業の中で積

極的に使用しており、その割合は、全国を大きく上回っ

ています。 

<物事に対する意欲> 

  課題に取り組む姿勢は、意欲的です。これは、「自分

には、よいところがあると思う」(1 枚目に結果を掲載。)

とともに上向いています。 

<学習内容の理解> 

  国語については、上昇傾向にあり、80％以上の児童

が授業内容がよくわかると答えています。 

（考察） 

<自学自習> 

  「家で自分で計画をして学習する」割合は、全国を

大きく下回り、肯定的な回答は約 50％でした。 

<発表の工夫> 

  自らが理解したことを相手に分かりやすく伝えること

は、コミュニケーションの基本です。また、プレゼンテー

ション能力は必要な技能です。「考えをうまく伝えるく

ふう」については、改善の余地があります。 

<読書の時間> 

  授業時間以外の読書を 30分以上行う児童の割合

は 40％に満たないものでした。別の質問「読書は好き

ですか」の肯定的な回答が約 7割であったことを考え

ると、ゲームやスマートフォンなどの読書以外のものと

の関連が考えられます。 

質問紙に関する調査 
※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「当てはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 

本校 

全国 

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦し
ている 

国語の授業の内容はよく分かる 

授業で自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうま

く伝わるよう，資料や文章，話の組み立てなどを工夫して

発表していましたか 

家で自分で計画を立てて勉強していますか 

学校の授業時間以外に，普段(月曜日から金曜日)、１日

当たりどれくらいの時間、読書をしますか(折れ線グラ

フは 30 分以上の割合です。) 

 

 

  

 
 

★分析結果を踏まえ、今年度中に取り組んでいくこと★ 

 


